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地
本
執
行
部
は
１
月
23
日

に
飯
山
線
の
大
根
原
踏
切
を

訪
れ
て
、
２
０
１
１
年
２
月
１

日
に
発
生
し
た
踏
切
事
故
の

慰
霊
・
献
花
を
行
い
ま
し
た
。 

雪
が
深
か
っ
た
事
故
発
生

当
日
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、

多
く
の
積
雪
が
あ
る
中
で
実

際
に
現
場
に
立
ち
当
時
の
状

況
を
感
じ
な
が
ら
、
二
度
と
命

【
無
人
駅
等
管
理
体
制
の
見

直
し
に
つ
い
て
】 

10
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
の
社

員
が
担
っ
て
い
る
無
人
駅
業

務
の
一
部
を
業
務
委
託
と
な

っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
委

託
業
務
の
内
容
と
規
模
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

11
．
新
津
駅
を
拠
点
と
す
る
業

務
担
当
社
員
を
配
置
せ
ず
、

新
潟
駅
に
集
約
す
る
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

12
．
磐
越
西
線
、
羽
越
本
線
で

の
異
常
時
の
現
地
派
遣
の
足

ロ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

 

ま
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら

な
い
よ
う
乗
換
等
旅
客
案
内

を
行
え
る
体
制
と
す
る
こ

と
。 

要
で
す
。 

新
潟
地
本
は
１
月
17
日
に
、

申
８
号
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
ー

ビ
ス
系
統
に
お
け
る
体
制
見

直
し
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
申

し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

施
策
を
担
う
社
員
が
働
き

が
い
を
実
感
し
、
安
全
安
定
輸

送
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
実
現
に
向
け
た
体
制
の

見
直
し
と
し
て
い
く
た
め
に

は
、
労
使
で
更
な
る
議
論
が
必

新
潟
地
本
は
昨
年
12
月
16

日
に
団
体
交
渉
を
行
い
、
支
社

側
よ
り
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
ー

ビ
ス
系
統
に
お
け
る
体
制
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
の
提
案
を

受
け
ま
し
た
。 

今
提
案
で
は
、
乗
務
員
の
駅

業
務
融
合
行
路
の
新
た
な
設

定
を
は
じ
め
、
車
掌
専
属
交
番

の
見
直
し
、
ワ
ン
マ
ン
列
車
の

拡
大
、
無
人
駅
等
管
理
業
務
の

一
部
業
務
委
託
な
ど
を
実
施

す
る
と
し
て
い
て
、
今
ま
で
以

上
に
社
員
の
労
働
条
件
・
労
働

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
乗

務
員
の
駅
業
務
の
融
合
に
お

け
る
教
育
に
対
す
る
実
態
や

安
全
・
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

の
観
点
か
ら
、
多
く
の
疑
問
や

不
安
の
声
が
東
日
本
ユ
ニ
オ

ン
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

・「
業
務
の
融
合
に
よ
り
、
連
携

し
た
業
務
遂
行
や
変
革
業

務
、
新
た
な
価
値
の
創
造
と

い
っ
た
企
画
業
務
に
参
画
」

と
あ
る
が
「
変
革
業
務
」
の
具

体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 ほ

か
合
計
24
項
目 

 

    

 

 

う
こ
と
。 

４
．
相
互
運
用
の
車
掌
見
習
い

を
行
う
際
は
、
他
の
乗
務
行

路
と
混
在
さ
せ
ず
、
車
掌
見

習
い
が
行
え
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
。 

５
．
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務

室
の
車
掌
行
路
の
一
部
で
越

後
湯
沢
駅
に
お
い
て
、「
駅
業

務
等
」
を
設
定
し
た
目
的
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

６
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務

室
・
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
乗

務
室
の
運
転
士
交
番
に
車
掌

行
路
の
一
部
を
融
合
す
る
目

的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

７
．
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務

室
の
運
転
士
交
番
に
融
合
さ

れ
て
い
る
車
掌
行
路
に
「
駅

業
務
等
」
と
設
定
し
た
理
由

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

【
設
備
関
係
】  

８
．
各
統
括
セ
ン
タ
ー
各
箇
所

の
社
員
休
憩
室
、
浴
室
等
に

つ
い
て
所
属
す
る
社
員
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

【
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
関
係
】 

９
．
長
岡
駅
に
お
い
て
お
客
さ

【
業
務
融
合
関
係
】 

１
．
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務

室
の
乗
務
員
に
よ
る
新
幹
線

ホ
ー
ム
列
車
扱
い
見
習
い
を

開
始
す
る
目
的
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

２
．
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務

室
の
乗
務
員
に
よ
る
新
幹
線

ホ
ー
ム
列
車
扱
い
見
習
い
業

務
に
つ
い
て
、
見
習
い
の
教

育
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

３
．
業
務
融
合
で
駅
業
務
を
担

う
社
員
へ
の
教
育
は
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
バ
イ
ブ
ル
に
則
り
行

施
し
ま
し
た
。 

対
象
と
な
っ
た
会
計
期
間

は
上
半
期
分
の
２
０
２
４
年

５
月
１
日
よ
り
10
月
31
日
ま

で
で
す
。 

 
 

監
査
の
結
果
、
会
計
規
則
に

準
じ
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、
帳

票
類
も
よ
く
整
理
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
指
摘
事
項
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
も
大
切
な
組
合
費
を

厳
正
に
管
理
・
執
行
し
て
い
き

ま
す
。 

 

新
潟
地
本
は
１
月
21
日
13

時
30
分
よ
り
、
新
潟
地
本
事
務

所
に
お
い
て
、
２
０
２
４
年
度

一
般
会
計
の
会
計
監
査
を
実

本
部
申
18
号
・
「
在
来
線
保
線

部
門
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
た
組
織
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
に
関
す
る
申
し
入

れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

■
本
部
申
18
号
申
入
れ
項
目 

・
本
施
策
を
実
施
し
、
ど
の
よ

う
に
技
術
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
の
か
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

・
保
線
部
門
に
お
け
る
離
職
防

止
に
向
け
た
考
え
方
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

・
「
広
範
囲
で
柔
軟
な
働
き
方

を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
や

り
が
い
や
能
力
の
向
上
に
繋

げ
て
い
く
」
と
あ
る
が
、
施
策

を
実
施
し
て
ど
の
よ
う
に

「
や
り
が
い
」
や
「
能
力
向

上
」
に
繋
が
る
の
か
具
体
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

中
央
本
部
は
２
０
２
４
年

12
月
23
日
に
団
体
交
渉
を
行

い
、
経
営
側
よ
り
「
在
来
線
保

線
部
門
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
た
組
織
の
見
直

し
に
つ
い
て
」
の
提
案
を
受
け

ま
し
た
。 

 

保
線
部
門
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
新
た
に
策
定
し
、
各
本

部
・
支
社
の
保
線
設
備
技
術
セ

ン
タ
ー
及
び
保
線
技
術
セ
ン

タ
ー
の
体
制
を
見
直
す
と
し

て
い
ま
す
。 

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す

る
中
で
現
業
機
関
の
見
直
し

と
組
織
の
融
合
・
連
携
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る

一
方
で
、
鉄
道
の
安
全
と
社
員

の
安
全
、
技
術
力
の
向
上
、
社

員
の
働
き
が
い
が
阻
害
さ
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

中
央
本
部
は
１
月
31
日
に

 

 

 

に
関
わ
る
事
故
を

起
こ
さ
な
い
と
い

う
決
意
を
こ
め
て

献
花
を
し
、
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
安
全
を

最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
職
場
か

ら
労
働
組
合
の
枠

に
と
ど
ま
ら
ず
安

全
議
論
や
安
全
風

土

づ
く

り
に

向

け
、
全
組
合
員
で

取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

   

 

飯
山
線
大
根
原
踏
切
事
故
献
花
・
慰
霊 

 

上
期
会
計
監
査
を
終
了 

２
０
２
４
年
度
一
般
会
計 

 

 

■ 

申
８
号 

申
入
れ
項
目 

本
部
申
18
号
申
入
れ 

とき：２０２５年２月２７日(木) 
１２時３０分より 

ところ:万代市民会館  

 


